２０１６年度西東京市サッカーリーグ

試合に臨む前に

西東京市サッカーリーグでは審判は皆様の協力により成り立っています。お互いにリスペクトして、審判の決定には従い、クレームをつけず、円滑に試合を運ぶ様に全選手徹底してください。審判を担当する方は競技規則を十分理解する様に準備をお願いします。
マスターズリーグ試合運用規則

マスターズリーグ審判登録
１．
審判資格4級以上を3名以上有する事。（審判登録番号の提出）

２．
主審は有資格者が行う事を基本とする。審判（主審、副審）を行う者は規則を理解している者で適切に運用出来る者が行う事。

３．
審判は主審、副審2名、4審の計4名である。審判の服装は4審以外、基本的には審判服を着用する。主審は必ず審判服を着用。副審の場合は審判服が着用出来ない場合は上下黒のウエアであれば構わない。

４．　有資格者は審判ワッペン必ずつける。

〇順位確定方法（勝ち点は勝利３点、引き分け１点、不戦勝は５－０とする。）　　１．勝ち点数　２．得失点差　３．総得点　４．当該チーム同士の勝敗

〇メンバー表の提出は必要ない

〇選手の借用　７人未満（借用選手をのぞき）の場合は試合は成立しない。７人以上いる場合は他チームから選手を借りる事が出来る。また自チームの選手が先発せず、借用した選手が先発する事は出来ない。
〇不戦敗となるチームでも当日審判担当、会場担当は必ず行う事。
〇競技規則

日本サッカー協会15-16年競技規則に準ずる

以下西東京市マスターズリーグ内のみ適用される事項
アンダーに関しては相手チームの主たる色と違う色でチーム同色になる事が好ましい。
　　１．アンダーウエアはジャージの袖の主たる色と同色である事が好ましい。　　　

　　　　アンダーパンツ、タイツはショーツの主たる色と同色が好ましい。

3． テーピングは使用部分のユニフォームの色と同色が好ましい。

4． 選手交代　再出場可。
西東京市サッカー協会
